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★12：30点鐘
★東山荘
★上半期を振り返って
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第2068回 例会プログラム
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30 
●国 歌 斉 唱 
●ロータリーソング／四つのテスト　
●内　　　容／会員卓話
　　　　　　　観光協会について 
　　　　　　　斉藤礼志君

12月11日の例会
次　回

会長挨拶
第21回例会
　最近テレビ番組の中で大変感動を受けたことがありました。
　皆さんもご存知だと思います、橋下大阪府知事、丸山自民党参議院議員を
誕生させた「行列の出来る法律事務所」という番組です。
　司会は島田紳助、アシスタントには松本志のぶアナ、レギュラー出演者は石田純一、磯野貴理、
東野幸治、他、何人かのゲストと史上最強の弁護士軍団として「北村晴男、住田裕子、菊池幸夫、
本村健太郎、石渡真雄」さんたちが、抜けた橋下、丸山両弁護士の穴を埋めてやって居り、島田
紳助が天才的なリードで出演者のキャラクターをうまく引き出し、番組を盛り上げています。
　2007年の年末期に、アグネス・チャンと紳助の２人の何気ないトークから、カンボジア学校設
立の為のボランティア活動が始まりました。これは有名人100人に絵を描いてもらい、それを一般
の人に集まってもらいオークションをやり、その売り上げでカンボジアに学校を作るというもの
でした。
　出演者の皆さんも、弁護士の皆さんも、上手な人も、うまくない人もカンボジアの子供たちの
ことを思い浮かべながら一生懸命に絵を描きました。そのほかの有名人は各分野で活躍している
人たち、プロの漫画家や、イラストレーターなど、それこそすばらしいものが集まりました。そ
れら作品を紳助の軽妙な進行でオークションをするのです。びっくりするような金額で落札され
ていきました。
　長渕剛が大きな木に描いた不動明王の絵は、何と700万円で落札されました。長渕剛は、紳助が
好きだからこのプログラムのための絵を書いたと言っていました。才能あふれる男もやはり紳助
の類まれな才能にほれていたのでしょう。
　絵を描いた人たちには長渕剛のように島田紳助の依頼に喜んで答えた人や、このプログラム「絵
を描いてカンボジアに学校を建てよう」という趣旨に賛同してくれた人たちですが、オークショ
ンに参加している一般の人たちは、ほとんど有名人の熱烈なファンでした。世の中が不景気で打
ちひしがれている時に、元気に好きな絵を競り落とす人たちが一杯いることに、感動し、元気付
けられた思いがしました。
　100点の絵の売り上げ総額は軽く１億円を超えたようです。因みにカンボジアでは付帯設備全部
を含めて１千万円以下で１つの学校が出来るそうです。絵を描いた人も、オークションで落札し
た人もみんな満足し、カンボジアの子供たちも喜ぶすばらしいプログラムだと思います。ロータ
リーの奉仕活動も参考に出来るプログラムではないでしょうか。

●会員誕生日　12月７日　勝又重春君 
　　　　　　　12月７日　橋本喜市君 
●結婚記念日　12月５日　内海隆治君 幸子様 ご夫妻 
●皆　出　席　11月28日　勝又重春君（17年） 
　　　　　　　12月２日　秋田  敬君（４年） 

 

会員慶事



11月７日
11月16日
11月16日

裾 野  
地区大会 
地区大会

○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 57名 46名 80.70％ 100.00％

秋田悦夫君・勝又安彦君・水口正宏君・大森清治君 
小野篤之君・齋藤　保君・渋谷　一君・菅沼　久君
土屋義明君・内海隆治君・渡辺　巌君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（11名）

11
27

のメーキャップの出席報告
藤田　昇司君 
芹澤　正明君 
滝口　喜徳君

11月17日
11月21日
11月26日

裾 野
裾 野  
長 泉

山内　強嗣君 
山口　幸男君 
秋田　　敬君

11
13 

11  27のスマイル
・免許証に「大自ニ」３文字書き足してもらうのに二十数万円と 
　２ヶ月費やしました。これで私もライダーです。戸栗太平君
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井口修一君

戦争体験談

　開戦したのは確か10歳の時ですが、つい最近の事のよ
うな気がします。子供ながらに「日本という小さな国が
大国相手でどうなってしまうのだろう」と思いました。
　小学校では海洋少年団に入り海軍士官のような服と帽
子を身につけていました。中学では国土防衛隊として、ゲー
トルを巻き軍隊のような格好で学校に通いました。その
うち下の学年は食糧増産、上級生は学校に行かず工場で
鉄砲や弾を作るようになりました。
　終戦になる昭和20年、私は中学１年で岐阜にいました。
当時、近くの名古屋は毎日空爆が行われ、７月には岐阜
も大空襲に襲われました。せっかく作ってもらった防空
壕では丸焼けになってしまうので、２歳の弟を連れリュッ
クをしょって長良川の土手まで、火の海の中、標的にな
らないよう裏返しの布団をかぶって避難しました。炎の
ままの焼夷弾が灯籠流しみたいに川を流れ土手の草木に
燃え移るので、自分も首まで川に入って消火しました。
　朝になってみると、22万の人口の岐阜市は丸焼けになっ
ていました。県庁関係は伊奈波神社隣の武徳殿に集まり、

私たち家族５人には一畳ほどの場所をあてがわれました。
私が一人で毛布と鍋釜を取りに疎開先まで行きました。
タイヤに空気のないリヤカーを借りる事ができ、荷物を
積んで帰りました。途中、長良川の忠節橋のところで大
垣の警察のトラックがおにぎりをくばっていたので、並
んで一つだけもらう事ができました。それを５人で分け
て食べたのが空襲後二日目にして最初の食事でした。
　父は独立独歩の部隊に志願し戦死、終戦後は沼津の父
の本家に５家族が集まりました。母が家族を分ける再婚
話を断ったのをきっかけに家を出て、親戚を頼らずやっ
ていこうと焼け跡で露店を開き、自分も学校に通いなが
ら手伝いました。朝５時に我入道に行って魚を買って売
るとか、ミカンを西浦で仕入れたりしました。当時統制
経済だったので、警察に捕まらないよう東京にも売りに
行きました。やくざに売り上げをとられた事もありました。
しかし、うどんを束ねミカン箱に入れて東京に行ったとき、
列車に一斉が入り捕まってしまいました。その後、未成
年なので少年審判所に呼び出され母と出頭しました。そ
の時の裁判官は「今の時勢、あなた方から罰金を取ったり、
罰したりはできない。うどんは公定価格で買い取るよう
交渉しよう」と言ってくれました。闇値の半分だったけ
れど、お金で戻ってきたのを覚えています。
　今不景気ですが、私は今の話のように何回も崖っぷち
に立たされてきましたから、なんとか切り抜けて若い人
たちにつないでいこうと努力しています。


